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カ フ カ の 「考 察 」 と 『審 判 」
－WolfgangStarosteの解 釈 に 基 づ い て 一
吉 野 英 俊
(1)
ここで言 う 「考察 」 とは主 として,カ フカが1917年と1918年に書 きこんだ青
色の八折 り判 ノー トの 中に ある彼 の思想の ことであ る。 その 中で もと り わ け
カ フカが他の 断片 と区別 して,1ア フ ォ・リズム として109の番 号 を付 し,編 者
M・Brodによ って 『罪,苦 悩,希 望,ま こ との道 につい ての 考察 』 と標題 を
つけ られた もの が中心 とな ってい る。
(1)
WernerHoffmannはその著>KafkasAphorismen<の中で,ア フ ォ リズム
がカ フカ文献の 中で 占め る特殊 な位 置 を指適 してい る。 とい うの は,長 篇 や物
語,小 さな断片にいた るまで,文 学作 品に対 して は きわめて様 々な視点 か らの
多 くの解釈 がある一方,ア フ ォ リズムは とい えばた だ折 にふれて論ぜ られ,解
釈 されたにす ぎない か らであ る。 そ して これ まで ア フォ リズムに基 づいて カ フ
カが敬 慶 なユダヤ人 として,グ ノー シス派の入 と して,あ るい は マニ教徒,無
神論者 としてみな され えた とい う事実 か ら,従 来 の解釈着 た ちは その先 入見 を
裏書 きす るために アフ ォ リズ ムを利用 して きたにす ぎない と述 べてい る。従 っ
て,Hoffmannが強調す るの は,個 々の ア フ ォリズ ムをテキス ト全体の 関連か
ら,そ して 日記,書 簡,断 片 とい う形 で書 かれ てい る考察 を顧 慮 しつつ解釈 せ
ねばな らぬ とい うこ とで ある。 その時 にのみ ア フ ォ リズ ムの意味の あ る解釈 は
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可能なのだ。
その ようなわけで,Hoffmannはア フォ リズムを文学作品の解釈に応用す る
ことには全 遮 を払 っていない・御 ま・J・K・b・の 「詩人のア フォ リズムを導
きの糸,鍵 として利用す ることがおそら く念頭に浮かぶだろう。このような試
みはすでに カフカ研究 において何度 も企て られた。だが,疑 う余地の ない成果
をあげたのは ご くまれ にしかない」 とい う確認 に同意 しなが ら,ア フォリズム
から推論 され るべ き世界観が文学作品の解釈に役立 ちうるかどうか,あ るい は
どの程度役立 ちうるのか とい う問題は,当 面われわれの関心 をひかない,と 述
べ てい る。 ∴`
文学作品へのアフォ リズムの応用が失敗する理 由としてHoffmalmは,特
定の アフォリズムが恣意的に取 り出されたこと,及 びテキス ト全体に従 ってカ
フカの宗教観の観念 を作 りあげようと しなか ったこと,こ の二点 を あ げ て い
る。
rと こ ろ で ・W・Staro5teの 遺 稿>DerRaum4esMepschen .in、.Kafkas
(2)
"Prozeβ"《でISi,実に巧みに・八折 り判 ノー ト中の考察や アフォ リズム・ヤノ
ー ホとの対話等 を導 きの糸 としつつ,『審判』 を解釈 してい る。 あま りに も短
く,比 喩的で,意 味不 明だ つた カフカの諸考察 が,逆 に文学作品の解釈 に応用
されて初めて明 らかにな った と思われ るケース も少 くなか った。 ここに若干の
私見 を加 えつつ,私 な りにまとめて紹介 したい と思 う。
っとに知 られてい るように, .ブロー トは カフカの アフォリズム1と叙事文(長
篇 短 篇,断 章)と を対立 させ,こ の両者 を区別 しないか ぎり,正 しい カフカ
(3)
解釈は不可能 だと強調 してい る。 これは,そ の当時(1948年)カフカ文学があ
ま りにニ ヒ リステ ィックに解釈 されてい る傾向に対す る彼の警告である。長篇
と短篇に見 られ る 「ひ どい恐怖 と孤独の うちに戦え る人」 とい う側面だけでな
く,ア フォリズムの カフカ,即 ち 「人間の中に 「不壊者」 を認 め,世 界の形而
上学的な核心に対 して積極的な敬虞な関係 を持 つ」信仰者 としての彼 を明確に
う ちだ してい る。従 って,ア フォリズ ムを文学作品の解釈へ応用す る こ と に
は,Hoffmannは無関心で あるけれ ども,少 くともブロー トの意には添 うであ
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ろう。 とい うの も1彼 自身 「ヵプカの作 品0)うちで箴言 と叙事文 との二づめ群
ほ両 々あい まち補 って㌧ あたかも或 る色 とそれの補色 とが一つ をなすが如 く全
き姿にな ってい る。」 と述べてい るか らで ある。
Starosteが解釈の途中で しば しば引用す るカフカの考察は,も っぱ ら主人公
ヨーゼ フ ・Kの理解 しえない,裁 判所側の論理 を注釈 す るもの として利用 され
る。 カフカの考察の多 くは永遠 とい う時空を超 えた領域に向け られてい るから
であ る。'㌧'
Starosteの解釈にはい る前に,『審判』 に あらわれてい る二つの世界(Kの
日常生活圏 と裁判所世界)と,カ フカが理解 した人 間の存在状況について述べ
てお きたい。,'㍉`
物語の背景の 「日常性」の中で突然 あたか も噴出す るごと く現れ る 「非 日常
性」。 それは例えば 『判決』の父の宣告で あ り,「変身」の毒虫で ある。主人公
たちは彼 らの理解 を超 えた非 日常的な ものの出現に よ6て 破滅 して しまう。 こ
の ような二つの異質 な世界は,長 篇 『審判』や 『城』ではひ とつの背景の中へ
はめ こまれてお り,も はや明確には分化 され えない。「日常的 な もの」は もはや
「非 日常的な もの」 と対 決させ られ るのでは な く,「非 日常的な もの」 に変わ
ってい る。 ここか ら,現 実的な要素か ら組み立て られた不条理 な世界 とい う,
(4)
独自の玉虫色に輝 く効果が生 じる。、
それで もカフカは,二 つの世界の境界 を彼独特の形象 を用いて読者に知 らせ
てい る。 その典型的な例 は裁判所事務局の廊下の 「むしむ しと重苦 しい,窒 息
しそ うな空気」である。 そこではKは 気分が悪 くなるばか りか,歩行困難にな
り,あ わや失神 しかけるほ どである。(一 方,裁 判所の人間で ある案内係 と娘
は逆に新鮮な空気に耐 えられないのだ。)
これ と同様の形象は,最 初の審理室,銀 行の物置,弁 護士 フル トの部屋,画
家の ア トリエ,聖 堂の中の説教壇 に も見 出せ る。それによってこれ らの空間 も
程度の差 こそあれ事務局 と同質の空間であることがわかる。 ここで その一例だ
けを挙げ ると,最 初の審理室 となる部屋 は 「天井に くっつ きそ うな回廊に,ぐ
るりと取 りか こまれて」 お り,そ の回廊 は 「身 をかがめて しか立つことので き
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ない」,もので あ り,空 気は 「ひ どくよどみ」「もやがかって」い る。
裁判所に関連の ある空間は,以 上の ように,た いていその 「狭 さ」〆「低 さ」,
「暗 さ」,「汚れ」,「息苦 しさ」 とい う特徴 を帯びている。
だが,空 間のみならず そこに現れる諸人物 もKの 理解 しがたい何 らかの非 日
常的な特徴 を帯びてい る。例 えば,Kに は旅行服の ように思われ る黒服 を着た
二人の監視人,「そばに寄 ると,胡 椒の ような,か らい刺激的なにおいのす る」
レ一二の 「けづめ」,あ るい はその 「イタ リー語の方言がKに はほんの きれ ぎ
れに しか理解で きない」 ところの銀行の顧客,さ らには レ一二がすべての被告
に 「美 しさ」 を認め るのと同様に,Kの 目に 「美」 を認め る廷丁の妻,ま るで
操 り人形 としか見 えない二人の死刑執行人 などで あ る。 この よ うな二つの世界
は,カ フカの考察 を見 るならば,も っと明確な形で現れてい る。
「認識が始 まった最初の しるしは死への願望であ る○ この生は耐 え難 く,も
う:つ の生は到達 し難 く思われ る。」(A.13)
・あるいは 「かれは自由で まちがいのない現世の市民である。 とい うのは,か
れは,こ の世の どんな場所へ も行 けるだけの長 さは あるが,し か しどんなこと
があって もこの世の境界 をとび こえられぬほどの長 さの,鎖 につながれてい る
のである。だが,同 時にまた,か れは自由で まちがいのない天 国の市民で もあ
る。 とい うのは,か れは また同 じように計算 された天 国の鎖につながれてい る
の だ。現世へ行 こうとすれば,天 国の首輪にの どをしめ られ,天 国へ行 こうと
すれば現世の首輪にの どをしめ られ る。その くせ,ど んな可能性 も あ る わ け
で,自 分で もそ う思 ってい る。 そればか りではない。すべて を最初の しば りま
ちがいのせいにす ることさえ,か れは拒 むのだ。」(A.66)
「もう一つの世界」は カフカの考察の中では 「天 国」「楽 園」 「真理」 「善」
な どと様 々にその名 を変えるが,そ の実質は同 じ物であるように思われ る。 カ
フカはた とえそれが 「到達不可能」だとして も,そ れに憧れ を抱いてい る。(K
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の逮捕は彼 自身は理解 してい ないが実 はその憧れに外 な らない。)
「目標 はある。 しかし道はない。われわれが道 とよんでい るのは,逡 巡にほ
かな らぬ。」(A.26)とい う考察はそこか ら生 まれ る。 カフカは片時 もこの憧
れを断念す ることはない。 そうしてい る限 り彼の前には光が,永 遠の輝 きがあ
る。 もっとも,こ の憧れ を理解 していない ヨ一-tiフ・Kは 生涯の最後に臨んで
この光 を垣 間見 るにす ぎないのだが。
「現世に汚れた眼で見れば,わ れわれは長い トンネルのなかで列車事故に遭
遇 した旅客の ような立場にあ る。 しか も 事故の現場 か らは,入 口の光 は もう
見えない し,出 口の光 はほん とに小 さ くて,ひ っきりな しに眼 を見張 っていて
も,じ きに見失 って しまうの だ。 その うちに,入 口 も出口 もおぼつかな くなる
とい う立場で ある。 ところで,わ れわれの身辺は,感 覚の混乱のためか,感 覚
が極度 に敏感にな ったためか,見 えるのは化 け ものばか りで,め いめいの気分
や驚 き方 しだいで,た の しくもあれば,つ らくもあるような万華鏡的風景だ。」
(H.54)
この考察 とすでに引用 され たア フォリズム66は,カフカが理解 した人間の原
状況 を示す好個 の物で あろ う。 ・
(2)
Kの もとに派遣された:人 の監視人は,自分たちがKに 対 して 〈親切〉であ
(5)
ることをしき りに強調す る。
「………こんなに親身にな っ てー話 して あ げ るの は,わ た しの任務外の ことな
んだぜ。だが フランツ以外には聞いてい る人 もい なかろ うし,奴 自身から して
が,規 定 を犯 して妙にあんたに親切なんだ。……:・」
ところで,こ の 〈親切 な〉監視人 たちがKに 勧 めるのは,自 室に戻 って,待
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ち,静 かに してい ることで ある。.この助言は何度か繰返 され る。
「………部屋に もどって待 っていた まえ。訴訟は とにか く始 まった ん だ か
ら,時 さえ くれ ば万事 まちがいな く知 らせて もらえるはずだ………」(P.8)
あるいは 「ところで忠告 して お くが………部屋 に もどって,静 かに し,指 令
を受け るまで待 ったがいいね。 とりとめ もな くい ろいろな ことを考えてい ない
で`ち ゃん と気 をおちつかせてお くんだ。 あんたは とてつ もない 力だめしをさ
せ られ6こ とになろうからな。………」(P・12)
Kが 聞 きもらして しまう彼 らのこの忠告の意味は,カ フカの文 学外の言葉 を
関連 させて考えるな らば,重 要な ものであ ることが明 らかにな る。〈待 ち〉〈静
ヵ・に してい る〉 ことは,他 者あるいは世界 を理解 するために不 可欠な行為なの
で あ6。Starosteはここで次の三つの考察 を挙げてい る。 ,t
「心すべ きは,刃 を心に突 き刺 された とき,静 かに見守 ることだ。血 を失わ
ない ことだ。刃の冷 さを石の冷 さで受け止 めることだ。刺 され たために刺 され
たあとで,不 死身になることだ。」(H.60)
「君が家 を出る必要はない。机に向か って聞 くのだ。聞いて もい けない。ただ
待 ってい るのだ。待 って もいけない。ひと りっきりで,じ っとしてい るのだ。
世界は仮面 をぬ ぐことを申 し出るだろう。 ほかにどうしようもないのだ。世界
は歓喜に酔 い しれて,君 の前で身悶 えす るだ ろう。」(A.109)
「 自分 自身 を喪失 して どうして他者 を発見で きるで しょうか。他者
これは鴻大 な深 さをもつ世界その ものの姿です一 他者は静け さの うちにのみ
自己を開いてみせるのです。」(J.221)
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〈親切だ〉 と自称 す る監視人は上 記の 「考察」 が表現 してい る態度 をKに と
らせ ようとす る ものなの だ。:Kはな るほど部屋 にもどりはするが,そ こでの彼
の振舞いは語 り手 が伝 える彼 の 日常生活の 中での傾向に 相応 してい る。 「なに
ごともで きるか ぎり気楽に考 え,最 悪の事態は,そ の最悪の事態その ものがあ
らわれて からは じめてこれ を信 じて,た とえ雲行 きが非常にあや し くな っで き
たときで もか くべ つなに も将来の ための措置な どは こうじておかないとい うの
が,つ ね 日ごろの彼 だ った」と語 り手は伝 えてい る。自室のKは ベ ッ ドに身を
投げ.・洗面台上の リンゴをひ とか じりL;.銀行 を休 むことになる口実 と理由の
ない 自殺 の考え をもてあそび,朝 食代わ りと勇気 をふるいたたせ るための二杯
(6)
の ブ ラ ン デ ー を飲 む 。
Kの 罪は どこにあるの か。StarosteはKが監視人 を 自室に招 き入れた瞬間
の状況を まず こう、説明 してい る。
逮捕 は・Kが 好 奇心の対象にな り,,死の準備 をす る老人たちの方へ一瞥 しな
がら,奇 異の念 と空腹 との中間状態に陥 る時,値 入の領域で生 じる。それは,
Kが 人 聞存在 をその最後の方 から全体的に見始め,甘 やかされた生活の個人的
繁栄の中で疎外 され る瞬間なのだ。 この ような認識 を通 して,自 分 が有限であ
ることが知 らされ ることによ り,Kは 本 当の愛の出会いにおいて,他 者 を不壊
なる.自己として とらえ うるとい うことを,意 識せねばならないのだ。
「女性は,い や もっと端的な言い方 をすれば,結 婚は,君 が対決すべ き人生'
の代表者ではあるまいか・」(H・87),
Kの 罪は まさに この点に ある。Kはxル ザや ビュルス トナー嬢 をな るほど愛
してはい るが,絶 対的 な意味で愛 しているのではない。Kの 罪は 「人生の代表
者」 と対 決 していない こと〉 怠惰 な受動性の中で,無 計画に,自 己を失 って生
活 してい ることにあるのだ。.Kは 「呼び出 され て弁明 をせねばならない瞬間」
(B・217)に,即ち彼の三十歳の誕生 日に;「逮捕」 で もって自己選択 を追 られ
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(7)
るのだ。
Kは 選ばれた者 なのであ り,逮 捕は彼の覚醒 を促 す ものなのだ。次の諸人物
の言葉 は逮捕の理 由を裏づけてい る。監視人 はすでに 「自分た ちがKの 係 にな
ったことを幸運だ」(P.8)と説 明 してい る。監督は 「絶望 だなんて とんで もな
い。あなたは逮捕 された,と い うだけの ことなのです。」(P・17)と言 う。下宿
の女将は 「逮捕はKの 幸せに関す ること」(P・22)と言 う。またK自 身 もビュ
ルス トナー嬢 に審理の様子 を説明す る除 こう言 ってい る。 「……監督が,ま る
で私の 目をさまさせな くてはな らないかの ように,大 声で呼びます。…… もっ
とも彼がそんなふうに どな るのは,私 の名前 だけなんです」(P.29)と。
Kの 罪が彼の生活に,と りわけ結婚に対する彼の不決断にあるとす るな ら,
ビュルス トナー嬢の部屋がその本来の機能 を失 って,審 理委員会の部屋 になる
(8)
の もそう不思議なことではない。
しか し,Kは 出来事の突発性 と異質性に 目をくらまされて,自 己選択の行為
を怠 って しま うのだ。逮捕は通告だけで,Kの 身柄 を拘束す るものではない。
Kは 職務や生 き方 を投 げ出すべ きではない。 だが彼 は職務 と日常生活の中で 自
分 が逮捕 されてい ることを意識 してい るべ きなのだ。彼は 日常の中でそれ を超
える生の見解を獲得すべ きなの だ。
「(そのなかで)最 も大切な,あ るいは最 も魅 力ある願い として浮 か ん だ の
は,人 生の展望 を得 る(そ して,む ろんこれ と必然的に結びついた もの として
世の人 々が信 じうるようにそれ を書 きあらわす)こ とだ った。 この展望におい
て,生 には自然の大 きな浮 き沈み こそあれ,し か し同時に生 を,無 や夢や浮動
とおなじ程度にあ きらかに認識 したいのだ。 もしも正 しく願 った とすれ ば,こ
れはおそ らく美 しい願いだ ったろ う。いわばテーブルを恐ろ しく几帳面な熟練
さで槌で叩いて,組 み立てていなが ら,同 時に何 もしてい ない とい った願いな
の だ。 しか も 「槌で叩 くのは あの男には無だ」 といわれ る風にではな く,「 槌
で叩 くのはあの男に とっては現実に叩 くことなのだが,同 時 に無だ」 といわれ
る風にで ある。 それに よって槌で叩 く行為は もっと大胆に,も っと強 く,'もっ
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と現実的にな っただろう。そ してお前が望 むな ら,も づと気狂い染みて きただ
ろう」(B.217/218)
(3)
「最初の審理」
この訴訟 がK自 身に,交 換不可能 な個人 としてのKに のみ 関わ ってい るこ
とは,廷 丁の妻の発言によづて知 られ る。 彼女は こう言 う。 「あなたがおはい
りになった ら,閉 めな くち ゃな りません,も うあ とはだれ も入れてはな らない
んです」(P.37)
に もかかわらずKは 自分の訴訟 をまるで他人事の ように しか考えていない。
Kは 審理室の聴衆 を前に してこう述べ る。 「この一件は私には縁の うすい こ
とです。ですか ら私は平静 な判断を くだせ ますが,み な さんとして も一 ……
私の言 うことに耳 を傾 けて くだされば,'大いに有益 だとい うことにな りま しょ
(9)
う」(P・43)Kは弾劾演説に終始 し,自 己に関 しては一言 も弁明 しないばか り
か 「時間がな く,ほ どな く立ち去るつ もりだ」(P.43)と言 う。
彼の態度は 「性急 さ」によって きわだ ってい る。このような事象は八折判 ノ
ー トではこ うしるされてい る。
「人間には二つの大 罪があ って,他 の一切の罪はこれか ら派生す るのである。
それは短気 と怠惰である。人間は短気のゆえに楽園を追われ,怠 惰のゆえに戻
らないのであ る。だが短気 とい う一つの大罪があるのみ かもしれぬ。人間は短
気のゆえに追放 され,短 気のゆえに復帰 しないのである」(A,3)
Kは 裁判所 が彼に要求 している態度 から程遠 く,「 訊問 とい うものが逮捕 さ
れた者に とって,い つの場合で も意味 してい る利点」(P.45)を自ら奪い取 っ
てしまうのである。
(4)
「裁判所事務局」
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Kは 「廷丁 よりも足早に階段 をのぼ うてい き」 「入口の ところであや うく転
びそうに」(P.57)なる。 ドアの後にまだもうひ とつの階段があったのだ。
「まことの道は一本の綱である。 その綱は空中に張 られてい るのではな く,
地面のす ぐ上に張 って ある。どうやらそれは,渡 るための ものよ りも,蹟 かせ
(10)
る た め の もの ら しい 」(A.1)
ドアの後の階段は,空 間的な連続性の終了をKに 知 らせ るはずであ り,それ
は彼が二つの異な る領域間の過渡地点にあ り,ひ っくるめてアパー ト全体がな
お代表 してい る日常の経験的三事実的な空間から,逮 捕の呼声 と共に通常の存
在圏から連れ出されて しまった ところの諸 力の空間へのぼ ってい ることを彼 に
示すはずなのだ。この階段は,Kを 蹟せ ることに よって 「彼がこの生の歩 き方
と道 とを選ぶことがで きる」(A.89)とい う限 りで,自 由であることを彼に意
識 させ るはずなのだ。
廊下の待合室でKは 被告たちに会 う。 被告たちとKの 相異点は 次の ことに
あ る。彼 らは待つことで ようや く(自 己支配的な短気ではな く)自分の訴訟に
ふ さわ しい立場へ達す ることを暗示 しているのだ。
「観照 も,行 動 も,真 理 らしきもの を持 ってい る。けれ ども,観 照か ら発 し
た行動,な い しは観照に さかのぼる行動のみが,ま ことの真理である」(H.86)
被告たちは上記の考察の前半部に相応 している。彼 らは観照す る者であ り,
目下の所 「真理 らしきもの」の中に とどまっているにす ぎぬ。Kは それに対 し
て観照が欠けてお り,カ フカによれば観照 と同様に真理 らしきもの を持 ってい
るとされ る 「行動」へ狩 り立て られているにす ぎない。
Kは 「絶えず廷丁の一,二 歩 さきを歩 き」 「廷丁が自分に追いつ くの をしょ
っちゅう待 ちなが ら」(P.59)とうとう出口が どこか分 らない地点 まで到達す
る。
-58一
,「ある地点 からは,も はや立ち帰 ることはで きない。その地点 まで到達せね
ばならぬ」(A.5)
しかもKが 迷 った道は,廷 丁 も驚 くほ どの 「ひとつ っき りの道」(P.60)なの
だ。Kは すでに 「もうこれ以上は侵入 したい とも思わず,こ れ までに見た もの
だけで もうじゅうぶんに胸苦 し くな つて」(P.60)いたのだ。
「ここでのみ苦悩は苦悩で ある6け れ ども,こ こで悩 む ものは,よ そでは この
苦悩のゆえに高め られ るとい うような意味ではない。 この 世で悩 み とよばれ る
ものが,別 の世界で は1そ の姿 を変 えることな く,た だその対 立物 から解放 さ
(11)
れて,幸 福 とな るとい う意味で ある」(A.97)
Kは 事務局に とどま り,こ の耐 えがたい 「胸苦 しさ」 を耐 えねばならない。
そうすれば別 の世界に入 り,苦 悩 か ら解放 され,幸 福になるの だろ う。Kの 上
にその徴候 があらわれ る。
「娘 と廷丁 はKの 顔 を見つめて,つ ぎの瞬間Kの 身にはなにか 大 きな変化
(Verwandlung)が起 こるに ちがい ない,そ れ を見のが さずにはお くものか,
とい った様 子なのだj(P.61)
Kは 「胸苦 しさ」 と 「目まい」 とで体 を支え ることがで きない。娘の差 し出
(12)
す椅子にす ぐ腰を下ろして しまう。Kは ここですべての慣れ親 しんだ物がすべ
り落ち,も はや拠 り所を見出すこともできない不気味な地点に到達 したのだ。
「精神は,そ れが支 えで あることをやめた とき,は じめて 自由になる」(H・
72)
周囲の人 々は,Kが 様 々な動機 から自らを解 き放 ち,固 執 しようとす る意志
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を放棄す ることに よって,完 全 な異質性の中で本 当に存在す るもの を経験 し,
精神的な自己存在 とい う自由へ突破す ることを期待す る。周囲の人 々はたとえ
「みんな喜 んで人 を助けてあげたい」(P.64)と思 ってい ると して もKを 助け
ることはで きない。Kは 「ぜんぜん聞 きたが ってい ない」(P.63)からで ある。
「汝 自身 を認識せ よとは,汝 自身 を観察せ よとい うことではない。汝 を観察
せ よとい うのは蛇の言葉である。 それは,汝 を汝の行為の主人 た らしめ よとい
う意味 だ。 ところで,汝 は もうそ うな ってい る。 もう,汝 の行為 の主人なの
だ。だ とすると,そ の言葉は,汝 を誤認せ よ!汝 を破壊せ よ!と い うこ と,つ
ま り悪い意味にな って くる一一 そ して,人 は非常に深 く身 を屈す る場合 だけ,
自分の善 を聞 くことがで きるの だ。 善は言 う。r汝 をあるがままの汝た らしめ
るために』」(H.59)
Kは この地点で耐 えがたい ものの そばにとどまることに よつて,自 分 を誤認
し自分 を破壊 して,あ るがままの彼た らしめることがで きるの だろう。Kは し
か し苦悩 を恐れて後 ず さりす る。
「苦悩 は,こ の世の肯定的要素である。いや,こ の世 と絶対者 との間の唯一
の結 びつ きで ある」(H.80)
Kは 自らこの 「結 びつき」 を放棄 し,お そらくは 目標間近で引 き返 して しま
ったのだ。
「君 は自制に よって この世の苦悩 か ら遠 ざか ることがで きる。 それは君の 自
由であ り,君 の本性 に従 えばよい ことだ。,だが,こ の 自制 こそ,君 が避 け うる
ことだ一 つの苦悩で あるか もしれない」(A.103)
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(5)
Kと 彼がついに見 ることので きなか った高級裁判所の中間に位置 し,Kに 様
々な訴訟に関する情報を与 える諸人物は,StarosteによればすべてKに とっ
て肯定的な意味 をもつとされ る。 即ち,彼 らはKに とって 救済の可能性を意
味しているのだ・Kが救済に至らないのは,ひ とえに彼 らの言葉の意味 を理解
しないか らである。彼 らの助言の意味は 「Kは自律的な主観 としての自己を見
捨てるべ きなのであり,裁判所を自分の絶対性の探求の対象として利用 し,理
解で きるようにすべ きではない」 ことにあるのだ。
「答刑吏」
Kの 勤務す る銀行の物置で二人の監視人が答打たれる。Kの ために演出され
たこの出来事 もKに 救済のひとつの可能性 を与える。Kは 「本気で 監視人を
逃がしてや りたい」と思うが,そ れ を妨げるのは,銀 行の小使いにこの一件 を
目撃されることによって生 じる犠牲なのである。 「そこまでやる気だ った ら,
もう自分から進んで服を脱 ぎ,答刑吏に,二 人の監視人の身代わりになると申
し出たほ うが,も っと簡単だったようなものだ」(P.78)Kは自分が払 う犠牲
の大 きさ故に決 してこの考えを実行できない。Kは ひょつとすると 自 己 犠 牲
(個人 として自分 自身を答刑吏にさしだす)の 苦痛を通 して,自 分の罪を意識
で きたか もしれないの だ。
「弁護士 フル ト」
「恩寵」 とい う意味の名 を持つ,こ の弁護士は,裁 判所 と個人的って を持 っ
てお り,Kに 様 々な情報 を与 えて くれ る。だが彼の助言は 「君に何が欠 けてい
るか を教 えて やろ うとい うの じゃない。君 にあるものが欠 けてい ることを教 え
てやろ う」(H・85)とい う意味であ るにす ぎない。 とい うの も 「すべ ての人間
が生活のために必要 としていて も,し か し何人 か らも貫 った り買 った りで きぬ
ものが真実です。人 間は一人 一人 が,自 らの内部 か ら真実 を生み出さねばな ら
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ぬ。さ もなければ死滅 するのです。真実な き生活は不可能です。おそ ら く真実
とは,生 活 その もの かも知れ ません」(J.224)
フル トの役 割は様kな 情報 を与え ることによってKに 自分の ことを 心 配 さ
せ ることにある。だが具体的 な援助 を期待す るKは ますます事態 を悪 くして し
まう。 フル トの もとでの滞在 はKに とって隠れ家(Verstecke)とな る。
「隠れ家 は無数にある,救 済 はただ一つだ。だが救済の可能性は隠れ家の数
だけある」(A.26)
「看護婦 レ一二」
レーこの助言の核心は 「Kがあま りに強情であること」 「白状 しな くてはな
らぬ こと」「他人の援助の必要性」 である。 しかも彼 女はそれ をKの ためにす
るっ もりがあると言 う。
彼 は廷 丁の妻の場合 と同様 に,す すんで協 力 しよ うとす る他者 を誤解 して し
まう。Kは 絶対 的な意味では他者 をつかんでいない6レ 一二は 「Kがエルザと
自分 とを取 りかえて もたい してエルザを恋 しが らないで しょう」(]λ96)と言
うが,'それは正 い ・。Kは,他 者 をつかまえては じめて,孤 独 な主観性 から脱
却で きるのだろう。
Kに とって,エ ルザが彼の訴訟 の ことを何 も知 らない ことが長所で あ る 一
方,レ ー二は 「そんなのは長所 じゃない」(P・96)と言い,小 さな欠陥 「けづ
め」 を彼に誇 らかに見せ る。 そ してKは この 「けづめ」 によ って絨毯の上 ま
でひ きず りおろされ る。
「悪魔的な ものは,と きお り善の装い をおび,そ れ どころか完全に善 として
具現 することがある。 もしそれが伏せ られ ていた ら,も ちろんぼ くはころ りと
参 って しまうだろ う。 この装 われ た善は,本 物の善 よ りも魅 力的 だ か ら で あ
る。 しかし,も しそれが伏 せ られていなか った とした ら,ど うか?ぼ くが,悪
魔 たちに追いつめ られ て,善 の中へ逃げこんでい くとした ら?嫌 悪の対象 とし
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て悪魔 たちに身体中 を針の先で突 っつかれ,善 の方へ とのた うち転が り,そ こ
へ追い落 とされ るの だ とした ら?し か もそこで,善 があか らさまに蹴爪 をむ き
だしてぼ くに把みかか って くるの だ とした ら,ど うなるだろ う?ぼ くは一歩あ
とず さり,し おしお と,物 悲 しく,こ の聞ず っとぼ くの背後でぼ くの決断 を待
っていた悪の手のな かへ,ろ よけ込む ことだ ろう。」(H.56)
(13)
裁判所は悪の形 をとってKを 善の方へ転がそ うとす る。Kは 正に 「嫌悪の対
象」とな り,「追い落 とされ」 かか ってい る。 今や レ一二の 「けづめ」がKを
とらえるが,彼 は彼女 を交換可能に愛 し,チ ャンスを無に帰 して しまう。
「この現 世の誘惑手段 と,こ の現世が ひとつの うつろいに ほかな らない とい う
保証の徴 とは,お な じもので ある。 これ は当然で あろう。現世は うつろうから
こそわれわれ を誘惑で きるのであ り,こ れは真理 にかな ってい る。 ところでこ
の場合に最 も悪いのは,わ れわれが誘惑に まん まとかか ったあ と,あ の うつろ
いの保証の ほ うを忘れて しまうこと,そ こで じつは善の方がわれわれ を悪に誘
い,女 の まなざしがベ ッ トに誘い こん だことにな って しま うことで ある。」(A.
105)
潜在的な菩 レ 一ー二はKを 悪へ と誘 い,Kは レー 二と絨毯の上で情交にふけ る
(14)
ことにな る。即 ち,Kは 「あの うっろいの保証」 を忘れ て しま ったのである。
「画家 チ トレリ」'
画家への道はある工場 主によ ゴて開 かれ る。工場 主は こう言 う。 「あなたは
弁護士みたいな方です か らな。私 はいっ もこ う言 ってい るんです よ。業務主任
のKさ んは弁護士みたい な人 だ って」(P.117)フル トの言 う 「ほ とん どすべ
てのこ とは被告 自身の負担 にな る」 とい う言葉同様,K自 身が自分の弁護士で
あらねばならないのだ。
チ トレリの持 っている救済の可能性は,'Kに訴訟の本質 を洞察 させ るこ とだ
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けで な く(画 家は言 う 「あなたは 事が らの 核心 を つかまれました」 と)Kを
描 くことがで きることにもある。画家は工場主の紹介状に 目を通 す ど す ぐに
「絵 をお買いにな りたいのですか,そ れ とも肖像画 をかかせたい の で す か」
(P.125)と尋ねてい る。Kは おそらく描 かれた自分の肖像画 と向かいあえば,
(15)
その時に自己に注意 を向けることがで きるの だろう。
画家の この質問の意味 をKは 理解で きず,Kは 描 かれ るのではな く,裁判官
の絵 に関 して説明 を受けることになる。すでに レ一二は 「裁判官は実際は玉座
にすわ ってい るのではな く,普 通の台所の椅子にすわ ってい るのだ」(P.74)
と言 ってい る。画家 も 「高い位の裁判官で ないので,こ んな玉座の ような椅子
にはまだ一度 もすわ った ことがない」(P・126)と言 う。Starosteはここか ら
『支那の長城 が きずかれた とき』の一節 を引用 して,裁 判官は 「われわれ と同
じ一個の人間」で あ り,「裁判官」 は しか し世界の屋根 々々に そびえる大 きな
存在なの だと推測 している。
Kの 帰 り際 に画家は陰轡な荒野の風景 を描いた絵 を手渡す。その絵はKの 本
質の 中にある陰惨 さに一致 し,自 分がそれ を好んでい ることに気付 かされ る。
画家の意図はKの 内面に この絵 をぶつけることによって 彼の覚醒 を促 そ うと
する ところに ある。だが,Kは それ らの絵 を 「机の一番下の引出 しに入れて鍵
(16)
をかける」(P.142)のだ。 と同時にKは 「自分の本質」 を排除 したのであ る。
「商人 ブロック」
被告であ るに もかかわ らずKを 好遇 しす ぎた弁護 士は,そ れがKに 自己過
大評価 を促 す結果 とな ったことを知 り,こ う言 う。r… …鎖につながれている
(17)
方 が 自由であ るよ りもいい,と い うことがよ くあ りますからな。 しか しわ しは
あなたに他の被 告が どんなふ うに扱 われ てい るか,そ れ を見せてあげたい と思
い ます。 うま くい けば,そ こか ら何 か教訓 をひき出す ことがで きそ うですか ら
な」(P.162)
この教訓 とは,ブ ロック演ず るところの 「弁護士の犬」 の ような 役割であ
る。 ブ ロックは弁護士の姿が 「まぶ しくてた まらない とい った風情で」耳 を傾
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け,膝 まづ き,羽 根蒲団をさす る。Kは 彼の この行為に怒 りとや りきれなさを
覚えるが,正 に この ブロックの態度 こそKに 欠けていた ものなのだ。即 ち 「謙
虚さ」(Demut)である。
「謙虚 はすべての人 に,ひ とりで絶望 するものにさえ,同 胞 に対す るもっとも
強い関係 を与える。 しか も,時 を移 さず与 えるのであ る。 とはい え,そ れが完
全な,持 続的な謙虚の場合に限 ることは,'いうまで もあるまい。謙虚にそれが
なしうるのは,謙 虚 こそまことの祈 りの言葉で あ り,同 時に恋慕であ り,も っ
とも固い結合で もあるからで ある」(A.106)
だが,ブ ロックは謙虚であ ることの単なる受動性の うちにとどまった ままで
あり,カ フカが次の ように解説 してい る事柄 を見のが しているのだ。す ぐ上の
アフォリズムの後半部は次の よ うにな つている。
「同胞に対す る関係 は祈 りの関係で あり,自 己に対す る関係は努力の関係で
ある。祈 りの中か ら,努 力への力が湧 き出 るのである」(A.106)
少 くともブロックは 「待つ者」であ り,ほ とんど耐えがたい もの を耐えるこ
とによって,自 分の生に もっと高い位 を与えるものを知 るはずなのだ。ここか
らKは 何 も学ばず,思 い あが った主観性 とい う無知で騒 ぎたて るのだ。だが,
実は裁判所ではな くこの よ うな 自己 こそKが 破壊すべ き 「障害」だったので あ
る。
「〈もしも……なら,汝 は死なねばな らぬ〉 とい う言葉の意味は,認 識に二
種あ り,永 生への階段 と,そ れへの障碍 とであ る。君 が認識 を得たの ち,永 生
へ達 しようと思 うならば そ して,君 はぞ う思わざるをえないであろ う,'認
識とは この意志なので あるか ら一 著は,破 壊であるところの階段 を作 るため
に,君 白身 をつ ま りその障碍 を破壊 しなければ ならないで あろ う。 したが っ
て,楽 園追放 は行為ではなか った。生起であ った」(H.78)
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Kは 自分 に対 して悪意 を持 ち,罪 あるように見 える世界(裁 判所)を 破壊 し
ようとす るが,そ れは破壊 しえぬ ものなのだ。
「……われわれは,こ の世 を破壊す ることはで きぬ。なぜ ならば,わ れわれ
は それ を独立物 として作 り上 げたので はな く,わ れわれがその中へ迷い込んで
い るのである。 そればか りで はない。この世がわれわれの迷いであ り,そ うで
あるか らこそ,そ れ 自体破壊 しえぬ ものである。 あるいはむ しろ,断 念 によっ
てではな く,そ れ を仕上げ ることに よってのみ,破 壊 しうるある もの,と い う
(18)
べ きで あろう……だがそれ もこの世の内部においての ことである」(旺80)
「僧」
弁護士 を解雇 した後でKに とってあらゆ る救済の可能性がとだえた か に 見
える物語の結末近 くで,裁 判所は もう一度 だけ彼 を善 の中へ狩 り立てる。聖堂
へ 出かけ る間際の電話で レ一二は 「連中があなた をか りたててい る ん だ わ」
(P.173)と言 う。
Kが 裁判所 の本質に関 して思い違い をしてい るために僧 は彼 にひとっの伝説
を語 る・ そこでは,田 舎の男が提の前に到着す るが,門 番の威嚇が男の入場 を
妨げ る。門番は言 う。 「そんなに入 りたいのな ら,わ しの禁止にかまわず入 っ
て行 ってみ るがいい。 しか し忘れないで もらいたいのだが,わ しに は 力 が あ
る。 しか もそのわ しはい ちばん下 っぱの門番にす ぎない。広間 から広間へ ゆ く
ごとに門番 が立 ってお り,そ の 力はつ ぎつ ぎに大 き くな ってゆ くのだ。三番 目
の門番 とな ると,も うその姿は,こ のわ しで さえ恐ろ しくて見てい られ ない く
らい なの だ」(P.182)
田舎の男{よまず待つことに よ って,未 知の耐 えがたい ものへ心 を集中せねば
な らず,被 が断念 しは じめた ところの田舎の生活の眠 りか ら目を覚 まさねばな
らないのだ。 また彼が入場す る時には死 を耐えることがで きなければならない
ことを知 る。
「だれ しも認識だけでは満足す ることがで きず,そ れに則 っズ 行動 しようと
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努力 した くな る。だが,そ うす るだけの力は,人 間に与え られていないので,
われ とわが身 を破壊す ることになる。 そのために,必 要な力さえ失 うとい う危
険 をおかす。・しかし人 間 とすれば,こ の最後の試み をす る以外には手がないの
である。(こ れは また,認 識の樹の実 を食べ るこ とを禁止す るのに,死 をもっ
て威嚇す る意味で もある。あるいは,自 然死 とい うことの本来的意味で あ るか
もしれない)さ て,人 間はこの試みに怖れ を感 じる。む しろ;善 悪の認識 を後
戻 りさせ ようとす る。(「人間堕落」 とい う言葉は,こ の恐怖 まで さかのぼる)
だが,い ちど起 こったことは後戻 りさせ ることはで きない。ぼやかせ るだけで
ある。こ の 目的のために,理 由づけ とい うこ とがは じまる。世界中は,理 由づ
けで充満 している。いや可視世界のすべてが,一 瞬の安 らぎを求める人間の理
由づけにほかならない とさえ,言 えるか も知れない」(旺76)
田舎の男 は門番の要請(「はい ってみるがいい」)に則 って行動す る力を持 っ
ていない。彼の入場 を妨 げるのは,門 番に よる死の威嚇であ る(「わ しには力
がある。……」)。この ことが意味す るのは次の よ うなことで ある。男自身が苦
悩から身 を寄 り,耐 えがたい もの を避けようとい う望みで もって入場 を妨 げて
いるのだ。門は開いてい る。だか ら入場の可能 性は ある。門番 は「今はだめだ」
「だが後でなら」 とその可能 性をほのめかす。 男は 待つことに決 める。 男は
(19)
「今」 と 「後」とを文字通 り時間的に理解す る。 ところが門番の言う、意味は,
男の過去(田 舎での生活)が 彼 を規定 し,将 来への構想に彼 を向 かわせていな
い今はだめだ,と い うものなの だ。 ここで言 う入場の可能 性とは,一づ£の外的
な条件が与えられ るな らば実現す るとい うもので な く,人 聞が 自己 を獲得 した
り,喪失 した りす るこ とによって,す でに常にそれに対 して振舞い,そ れに関
して決定 して しま ってい るところの ものなのだ。男は生涯の最後 近 くに なっ
て,決 定的な質問に達 し,掟 の輝 きを見 る。 しか し彼は彼に与 えてやろうと思
われていた ものの周辺で人 聞存在の成就には至 っていない。 「自分 を見捨て る
な・た とえ救済が来ない として も私 はやは りいつの瞬間で もそれにふ さわ しく
あろうと思 う」 とい うカフカの 言葉の意味で,掟 へ近づ くとい う努力こそが田
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舎の男が手に入れ るべ き真理だ ったのである。.'.,
Kは 自分の誤 った振舞い を反 省す るが,依 然 として観察者に とどまる。 「今
おれにで きる唯一のこ とは,冷 静に ことを区分 けしてゆ く分別 を,最 後 まで保
つ とい うことだ。 おれ はいつ も二十本の手で世のなかに飛 びこんで ゆ こ.うと
し,し かもそれが,是 認で きる目的のためで はなか ったのだ。 これは まちが っ
ていた。……」(P・192)そして 「この包丁 を自らつかみ,自 らの体 をえ ぐるの
が,自 分の義務 だろう,と は っき りさとる」(P・194)のだが,こ の義務 を避け
る。彼 は 自分の生の正 当化 も,と 同時 に自分の死の正 当化 を も見 出さない。彼
の死 は救済の死ではな く,自 由な 自己存在への突破で もない。
引 用 は 全 てFischer・TaschenbuchVerlag,U皿gektirzteAusgabe1976によ る 。
P=DerProzeβ
H==HochzeitsvorbereitungenaufdemL,ande
B==BeschreibungeinesKampfes
A=Aphorismen『 罪,苦 悩,希 望,ま こ との 道 に つ い て の 考 察 』
J=GustavTanouch:GesprachemitKafka,S.Fischer,FrankfurtamMain,
1968
尚,,,DerProzeβ"本 文 の 訳 は,岩 波 文 庫 『審 判A辻 理 訳 を,そ の 他 は 新 潮 社 版 旧
カ フ カ 全 集(部 分 的 に は 新 版 か ら も)か ら借 用 させ て い た だ き ま した 。
(注)
(1)Hoffmann,Werner:KafkasAphorismen,Francke,BernundMUnchen,
1975S.5～S.11
(2)Staroste,Wolfgang:DerRaumdesMenscheninKafkas"Prozeβ",in:
RaumundRealit菖tindichterischerGestaltung,LotharSt▲ehm,
Heiderberg,1971S.123～S.155
(3)Brod,Max=FranzKafkasGlaubenundLehre邦訳 『カ フ カ その 信 仰 と教
義 」岡 田幸 一,川 原 栄 峰訳,パ ンセ書 院,昭 和29年。15頁一16頁。
(4)Kraft,Herbert:1〈afka-WirklichkeitumdPerspektive,LotharRotsch,
Bebenhausen,1972S.53
(5)一 度,裁 判 所 の 側 に 立 って物 語 を読 め ば,「 親 切 」 なの は この 二 人 に限 った こ
とで な く,裁 判 所 に 関 わ るす べ その 人 が そ うなの だ 。K自 身 は 聖 堂 で 会 う僧 に
の み 「善 意 」 を感 じてい るが,身 を犠 牲 に して ま でKに 援 助 を 申 し出 る廷 丁の
妻,情 報 を与 え て くれ る一 連 の 人 々,事 務 局 の 廊 下 で 会 う案 内 係 や 娘 も彼 を助
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け る者なの だ。 と くに この案 内係 と娘 とKの や りと りは面 白い。結果 と して こ
の二 人はKを 事務局の外 へ運 び出 して しま うの だが,少 くともそれはKが 願 っ
たか らで あ り,彼 らの方 か らKに 不利益 な事 を しか けるこ とは ない 。
(6)問 もな くKは 監 督 と称す る人物に お 目通 りを許 され るが1そ の際監視人 たちは
断固 と して 「黒の 上着」 を着 るよ うKに 強制 す る。他方,KはKで 「監視人 た
ちが風 呂にはいれ と強制 するの を忘れ て しま った」 と思 う。
この間の事情 は八折判 ノー トで は次の ように しるされてい る。 〈至聖所には
い る前 に,君 は靴 を脱 がねば な らぬ。いや,靴 ばか りでは ない。旅の服装 や荷
物 や,そ の他一切の もの を脱 ぎす てねばな らない。一 切の もの とい う中には,
裸 身 も含まれ る。 また,裸 身の下に あ り,そ の奥 にひ そむ一切の ものが含 まれ
る。 さては,核 も,核 の核 も含 まれ る。 さ らに,そ の他 の もの,そ の残 りの も
の,さ ては,永 遠の火の輝 きさえ も含 まれ る。そ う しては じめて,火 その もの
が至聖所 に吸収 され る し,ま た吸収 して も ら うこ とが で きる。 その 二 つ な が
ら,至 聖所 の意 に遵 うことはで きぬ。」(H.77)
また未完 成の章 「その建物」では,Kは 画 家を くど きお とすこ とに成功 し,
まば ゆい も うひ とつの 世界 を経験 するが,そ の 時Kは 「新 しい長 い黒い服」 を
着 てお り,「 以前着ていた彼の服はかため て置かれ てい る」の だ。 しか も黒い
上着 やズ ボ ンの みな らず,ワ イシ ャツまで もが 。
(7)カ フカの 肉声 で は(即 ち1914年2月23日の 『日記 』では)次 の ようにな ってい
る。「ここにい て,ぼ くはFを 忘れない だろ う,だ か ら結婚 しないだ ろ う。 そ
れ はすべ て も う決 まってい るのか 。そ うだ,ぼ くは そ う判断で きる。ぼ くは も
う三十一に な りかけて お り,Fを 知 ってか らかれ これ二年に なる。つま りも う
見 透 しをつけねばな らない……。」
(8)フ ェ リー ツェ との婚約解消 をす る時の こ とをカ フカはす でに 『日記』 の 中 で
「ホテルの 中の法廷」 と表現 している。
(9)も っともKの この発言 は,「あなたは室 内塗職で すか」とい う予審判事の質問に
端 を発す るものであ る。Kは 被告の職業 さえ正確に把握 していない この質問に
そそのか され て,弾 劾 演説 を始 め るの だ。だが,こ の 質問は どの よ うにで も解
釈 され うる ものであ」),それ 自体 確固た る意味 を持 っていない。Kは 演説で も
って聴 衆に影 響 を与 え よ うとするが,や が て彼 らも裁判所の仲 間 とい うこ とが
判 明 し,Kは 自分 の演説 に よって欺 かれ て しま う。これ が物語 の全経過 を通 じ
ての 裁判 所の反 応パ ター ンで ある。裁判所 はKを 拒絶 す るこ とも,承 認す るこ
ともな く,Kは ただ 自分の解釈に ゆだね られ てい るに す ぎない。 したが って原
則 的にはKの 訴訟 に進展 はない。 フル トも 「一般 的に言 って訴訟手続 は,世 人
に対 して も秘密で あ るば か りで はな く,被 告に対 して も秘密 なの だ」 と言 う。
逮捕 とい え ど も,・それは単 なる通 告にす ぎず,Kの 身柄 を拘束 する もので はな
く,こ の最 初の審理の場 合で も;開 始 時間や開催場所 と もKが 勝手に そ う決 め
て しま っただ けの こ とで ある。この ことに関 しては,JurgenSteffan:Darstel－
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lungundWahrnehmungderWirklichkeitinFranzKafkasRomanen
S.151～153参照 の こ と。'"s-
(10)アフォリズム17「ここは,は じめての土地 だ。呼吸が乱れ た6太 陽め そばに,
それ よ りも もっ とまぶ しく,二 つの 星が輝い てい る」 これ も同様の意 味に とれ
るで あろ う。
(11)この考察に類す る ものはい くつか見 出 され る。た とえば 『日記 』に は こ う あ
る。「悪い もの はない,君 が入[]を越え る と全て は良いの だ。 も う一つの世界,
そ して君は語 る必要 もない」 あ るい は 「対 話』では 「・…・危 機は狭 いか ぎられ
た瞬間にす ぎません6そ こに深 淵がか くれてい るのです 。これ を超 えればすぺ
てが一変 して しまい ます 。た だ瞬間 が問題で す。瞬間が生 活 を決定 す る の で
す 。あるい は 「告 白。絶 対 的な告 白。 さ っと開 く門。建物 の 内部に世界 があ ら
われ る。世界の どん よ りした反射は これ まで外に あ ったの に」(H.204)
(12)椅子 を さ しだす とい う娘 の行 為は,Kの 救済に遵 うもの だ6.Kは椅子が なけれ
ば 身体 を支え られず,・その身体 を破壊 しえた か も しれないか らだ。、だが腰 かけ
たKの す ぐ目の前に寄せ られ た娘の顔の 「きつい表 情」 はKが 腰か けた ことを
暗 に批難 してい るよ うに思 われ る。あるい は,・椅子 をさ しだす行 為がすで に,
Kを その場所 に とどめて お くための親切 な行 為 と理解 すべ きなので あろ うか。
(13)裁判所の世界 はすべ てKの 理性,感 情に遵 うように な ってい る。監視人の愚鈍
さ,監 督の馬鹿 げた仕 草,貧 困に特徴づ け られた安 アパー トの 審理室,足 の 曲
が った学 生等 々。:.・.一
なお女の爪 に関 して は 『対 話』の中に次の よ うな カフカの言葉が ある。 「女
性 は罠の よ うな ものです。人 を四方か ら狙 ってい て,単 な る有限へ と引 きず り
込むので す。人が 自ら進 んで一 つの罠に跳 び込んで ゆけば,そ れ らは危険 性を
失い ます。 しか し慣 れに よって これ を克服す るな らばiふ たたび女の あ らゆる
鉄 の爪 が 口を開 くのです」(J.238)・
(14)これはす でに引用 した カフカの考察 中の 「……生 には 自然 の大 きな浮 き沈み こ
そあれ,し か し同時に生 を,無 や夢 や浮動 と同 じ程 度にあ きらかに認識 したい
の だ……」 とい う境 地に反す るの だろ う。
(15)裁判所の少女た ちは,画 家 がKの 肖像画 を描 くか ど うか,異 常なまでの 好奇心
を示 して見 ま もってい る。 これ と類 似 した光景 をわれわれ はすでに裁判 所事務
局の廊下で見 た。Kの 周 囲の人 々はKの 変身 を見 ま もるの だ。
(16)、Kが荒 野の 絵 を処理 した このや り方は,銀 行の物置で監視 人が答 打たけた際に
行 ったKの 処 置 と同質 の もので ある。Kは 特 に 自分の ために演 出 された この 出
来事 を理解 せず,物 置を.小使いた ちに片付 け させ る。そ うす ることに よってK
は 自分 を脅かす もの を排除 しよ うとしたの だ。
(17)フル トの この言葉 は カフカの 考察 に よれば次の ような意味 に理解 され る。 「自
由 と束縛 とは,本 質 的な意 味では同 じもので ある。い かな る本質 的な意 味にお
い てで あ るか。・奴隷 は 自由 を失 うことはないか ら,あ る面で は 自由人 よ りも自
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由で ある,と い うよ うな意 味で はない。」(旺84)そ れでは どんな意味 なの か。
同 じカ フカの考 察。 「君 の意 志 は 自由で あ る,と い う言葉 は,そ れ が荒野に行
こ うとした と き,そ れは 自由で あ った,と い うほ どの意 味で ある。それは荒野
を横切 る道 を選 ぶこ とがで きるのだ か ら,自 由で ある。 それは歩 き方 を選ぶ こ
とがで きるの だか ら,自 由で あ る。だが,君 は荒野 を行 かねばな らないのだか
ら,君 の意志 はやは り不 自由で あ る。 どの 道 も迷宮 に似 て,一 尺の 荒野に触れ
るので あるか ら,や は り不 自由で あ る」(H.87)あるい は この考察 の次の 「三
種 の 自由」(A、89)もo
(18)この 考察 と密接 な 関連 の あ るもの 。 「ひ とは外部か ら理 論で世界 をみご とに押
し込め るが,自 分 も一 緒 に穴 には まって しま う。だが,た だ内部か らだけ,自
己 と世 界 を静 かに,真 実 に維持す る」(H・55)
(19)われわれの時 間概念 で考 えてはな らぬ,も う一 つの例 。 「最 後の審判 とい うい
い方 をさせ るのは,わ れ われの時間概 念に ほかな らぬ 。実 は即 決裁判 なのだ」
(A・40)これ に基 づい て考 え るな らば,田 舎の男は掟 の前 に立 った時,す で に
その場で 裁かれ てい たの だ。 カ フカは ヤ ノー ホに こ う語 ってい る。 「……私 は
恩寵 を正 当に期待 で きる者 であ りた い と努力 を重ねてい ます 。私は待 ち,そ し
て見 つめてい ます。恩 寵 は来 るか も知 れない一 また来 ない か も知れ ませぬ 。
この安 らかな不安の 期待 が,す で にその前触 れ,あ るいは恩 寵その ものか も知
れ ない のです 。私 に は分 らない 。 しか し分 らぬ とい うこ とは私 を不安には しな
い 。私は時 が経 つにつれ て一 私の 無知 と友 情 を結 んだのです」(J・223)そし
て この言葉がStarosteによれば 田舎の男の,と 同時 にKの,到 達すべ き真理
なのであ る。僧の言 う 「判決はい ち どきに くだ され る もので はな く,訴 訟手続
が 次第に判決 へ と転 じてゆ くの だ」 とい う言 葉 も,チ トレリの描 く裁判官の 絵
で は,正 義 は素速い 動 きの 中にあ り,翼 をつけてい るこ とも,常 に瞬間 々 々の
恩寵 にふ さわ しい心 の あ り方 が問題 で あ るこ とを教 え るものなので あろ う。
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